
（該当業務： ）

）

）

③

(①または②の場合)

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

有機堆肥を活用した環境創造型農業を推進し、安全・安心な農産
物の提供と環境に配慮した農業を行うとともに地域農産物の付加
価値化、ブランド化を図る。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

有機の里づくりフォーラムの開催、有機の里づくり塾、有機の里づくり検討委員会の設置
減農薬・減化学肥料栽培への助成：ひょうご安心ブランド認証農産物又はエコファーマー認定の基となった農産物又は特別
栽培農産物に対し、10ａ当たり 3,000円を助成する。（総額５万円限度）

※Ｈ20補助メニューは、「ひょうご安心ブランド認証農産物（10a当たり1,000円）」と「堆肥利用促進助成」。Ｈ20実績は堆肥利用促進助成のみ。

根拠法令要綱等

Ｂ Ｃ

年度未定

西脇市農業振興助成金交付規程

②

完了予定年度事業開始年度 平成８

平成21年度の実施内容・成果

基
本
事
項

建設経済部

事務事業名

行動計画掲載

総事業費 百万円 百万円 百万円

平成21年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

企画政策課
意 見

百万円

市 長 指 示 事 項 等

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成20年度（参考） 平成21年度 平成22年度 平成23年度

消費者に求められる農業の推進

款04

03

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

農林水産業費

01 農業費項

01 一般会計財
務
科
目

地域特性と魅力を高めた農林業の振興

基 本 政 策

橋本 亨

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

農業振興費

課名

農林振興課

番号 所属長名

02

02

総
合
計
画

部名

自然にやさしい農業推進事業

枝番号

06

会計産業が元気！活力とにぎわいあふれるまち（産業・経済）

事
務
事
業
の
概
要

百万円 百万円

Ａ

確 認 項 目

13

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

委託の場合

生産調整実施者で、ひょうご安心ブランド農産物の認証を受けた生産
集団の構成員又はエコファーマーの認定を受けた農業者又は特別栽
培農産物作付農業者

①

根拠条例等

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時
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【１次評価】 評価実施：平成21年度

【２次評価】 評価実施：平成21年度

【３次評価】

有機農業の推進は本市の重点課題に位置づけられているが、有機の里づくり検討委員会などを
通して、農業経営の基盤強化を図るための事業の方針・計画を具体的に確立させることが重要であ
る。
有機の里づくりフォーラムについては、現在は農業に関わる者のみを対象として開催している。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

５ 市民ニーズの把握

改
善
策

事業の方針・計画を早急に策定することで、検討委員会に係る経費を削減し、また、有機農業・無農薬栽培のＰＲや情報発信を行うことで作
付け・栽培・販売を軌道にのせ、支援経費、栽培助成経費の削減見直しに努める必要がある。
また、有機の里づくりフォーラムの開催については、できるだけ早く軌道に乗せることで受け皿となる団体を育成し、市の関わりを減らしていく
必要がある。また、地産地消をテーマにするなどして、フォーラムを一般公開するなどの工夫も必要である。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

判
断
理
由

評価結果 水稲依存型農業からの脱却と、農業経営の基盤強化を図るため、事業を継続する。（自然にやさ
しい環境創造型農業を目指し、完熟堆肥を用いた農地の有機土壌化並びに、化学肥料・農薬を極
力使用しない栽培技術を推進し、消費者に付加価値を高めた、安全で安心できる農産物を提供す
る。）

「ゆめあぐり西脇」からの高品質堆肥を用い、有機土壌化をさらに進めていく中から、ほ場の基盤
づくりを
進めていく。化学肥料・農薬を極力使用しない栽培技術の普及のため、技術講習会を実施する。

５
３

実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
５
４

事業の必要性

受益者負担の適切さ

営農組合等が堆肥を使用したトン当
の料金

堆肥使用グループ数

堆肥を使用した使用営農組合等のグルー
プ数（H21～別事業で措置）

フォーラム・検討委員会等開催数

有機の里づくりフォーラム・有機の里づくり
検討委員会等の開催１回当経費

目標値
実績値

達成度

堆肥使用トン量（ｔ）
目標値

単価

実績値

達成度
目標値
実績値

達成度

30千円
19
19 5

-

100.0% 100.0% -
- - -

5

-
-

-
-

1,190

0

1,190

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

単価

名称

説明

名称

説明

32 34 36

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

一般財源

事業費(決算額) (A)

1,800 2,966

0 0

1,190

22年度

0

0

単位

千円

0

一般財源

1,513

1,190

0

2,500

2,500

18年度 19年度 20年度 21年度

1,997

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 792

2,966

(A')事業費(予算額または見込額）

2,778

2,778

0

1,800

1,997

1,513

3,642

0.46

792

2,789 6,420総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 2,305

受益者負担額 (E) 千円 0 0

実績値

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 0.0% 0.0% 0.0%

22年度

32 34

100.0%
-

18年度 19年度 20年度 21年度

①

②

1940
3千円 2千円

達成度

目標値

名称

説明

名称

1046
3000

５
４
２ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握 ３

単価

一般人件費[平均給与×(B)]

②
説明

成
果
指
標

（
目
標

）

①
2千円単価
1261

0.10 0.10

-
36

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

１評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ４ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 ２

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止
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